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	講演の概要

種としてのまとまりを保つのは，従来，異種間の交雑を妨げる生殖的隔離であると考えられてきた．しかし，植物では近縁種間において生殖的隔離が不完全である場合も多い．そのため，近年では同種内で適応的な遺伝子が遺伝子流動によって拡がることも種としてのまとまりを保つ上で重要であると考えられている（Morjan and Rieseberg 2004）．生殖的隔離が不完全な近縁種の間でも，それぞれの生育環境において適応的でない対立遺伝子の浸透は自然選択によって妨げられる．一方，中立的なゲノム領域は異種間で比較的頻繁に浸透していることが考えられる．私が米国留学中に解析した野生ヒマワリのマイクロサテライトマーカーの中に，種間でもほとんど遺伝的分化がみられない遺伝子座が存在したり(Yatabe et al. 2007)，ゼンマイ類においてはcytoplasmic introgressionがみられたりした(Yatabe et al. 2009)．従って，近縁種間でどのように種としてのまとまりが保たれているのかを明らかにするためには，適応的な遺伝子，もしくは適応的な遺伝子に強く連鎖している遺伝子座を調べることが必要だと考えられる．これらを調べるのに有効な方法として，適応的な形態形質のQTL(Quantitative Trait Loci)マッピングやEST(Expressed Sequence Tags)配列の解析などが挙げられる．

シダ植物では，配偶体が胞子体に寄生する被子植物と異なり，前葉体と呼ばれる配偶体が独立して生育する．これは，人工交配実験や遺伝学的な解析をする上で非常に大きな利点であると言える．前葉体を用いた人工交配実験は，シャーレ内の寒天培地上で行なうことができる．また，半数体である前葉体を単離して培養し自配受精を行なうことにより，すべての遺伝子座においてホモ接合型である自配受精個体を得ることができる．これらの利点を活かした研究を行って，陸上植物における種多様性がどのように生み出されてきたのか，現在までに何万回も繰り返されてきたと考えられる，その種分化過程を明らかにしていきたいと考えている．最近では，渓流沿い植物であるヤシャゼンマイとその姉妹種であるゼンマイを材料として，ヤシャゼンマイの渓流沿いへの進出と適応がどのように起こったのか，その遺伝的背景を明らかにすることを目的に研究を行っている。
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